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【第 1 号議案】－①

平成28年度 事業報告(案)

1． 沖縄会運営委員会（H28.6.16）那覇市おもろまち 県立博物館・美術館 参加：１７名（委任状含む）

2． 沖縄会定期総会 （H28.6.16）那覇市おもろまち 県立博物館・美術館 参加：６２名（委任状含む）

3． 講演会の開催

講演会『地方強靱化と日本再生 －沖縄への期待と役割－』（H28.6.16）［H27年度繰り越し事業］

【 主催：沖縄会、(一社)沖縄しまたて協会 】

場所：那覇市おもろまち 沖縄県立博物館･美術館

講演会『豪雨災害の予測と減災』世界がうらやむ土木工学・気象学・電波工学の融合とその意義

【 主催：沖縄会 】 （H28.10.26）

場所：浦添市勢理客 浦添市産業振興センター 結の街（３F/大研修室）

4. 講習会等

『過酷な塩害環境下の橋梁長寿命化に関する技術講習会

～最先端SIP点検診断技術と沖縄会橋梁長寿命化技術小委員会報告～』(H29.2.7)

【 主催：沖縄会

共催：SIPインフラ維持管理・更新・マネジメント技術「亜熱帯島嶼に適した橋梁維持管理技術

の実装と診断ドクターの育成（琉球大学）」 】

場所：那覇市おもろまち 沖縄県立博物館・美術館

5. 技術研究発表会等

土木学会西部支部沖縄会 第６回技術研究発表会（H29.1.17）

【 主催：沖縄会 】

場所：西原町 琉球大学 研究者交流会館・50周年記念会館

6．広報活動

｢橋の日」清掃活動（H28.8.9）国道331号 豊見城道路「与根高架橋」清掃活動 参加：約９０名

【 主催：沖縄会、共催：琉球大学工学部環境建設工学科、琉球大学土木同窓会、

内閣府沖縄総合事務局開発建設部、内閣府沖縄総合事務局南部国道事務所、沖縄県土木建築部、

(一社)沖縄県測量建設コンサルタンツ協会、琉大工学部土木学生 】

『土木・社会基盤の仕事高校生向けPRポスター』№１～№4 作成。

県立高校５９校及び私立高校４校へ配布し、土木学会西部支部沖縄会のHPへ掲載。

7．土木技術者の確保･育成の取組

・人材確保･育成 西原町 琉球大学 地域創生総合研究棟

（ ＷＧ活動内容：高校向け土木技術者PR用ポスターを作成し H28.10から県立高校へ配布 ）

8. 現場見学会等

「土木・社会基盤の仕事」に関する現場見学会・懇談会（H29.1.21）

【 主催：沖縄会 後援：沖縄県教育庁、琉球大学 】

場所：西原町 琉球大学工学部2号館 2F大会議室

モノレール首里駅～てだこ浦西駅建設現場見学
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【第 1 号議案】－①

9．ホームページの管理、運営

・各事業の取組に合わせて適宜情報を提供し、広報等に活用

【 http://www.jsce-oki.tec.u-ryukyu.ac.jp/index.html 】

10.その他

幹事会

① 第一回幹事会（H28.6.7）沖縄県庁（4F） 参加者：１４名（委任状含む）

② 第二回幹事会（H28.9.15）沖縄県庁（11F） 参加者：１５名（委任状含む）
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沖縄県立博物館・美術館講堂（3階）
沖縄県那覇市おもろまち3-1-1

会場

定員212名
平成28年6月16日（木）
14：00～16：40日時 （公社）土木学会西部支部 沖縄会

（一社）沖縄しまたて協会主催

沖縄総合事務局 、沖縄県後援

本講演はCPD・CPDS対象講座です。【参加料】無料

（一財）国土技術研究センター
国土政策研究所長

大石 久和大石 久和

プ ロ グ ラ ム
開 会 挨 拶   ：

講　 演 　1  ：

特別講演：　「地方強靭化と日本再生ー沖縄への期待と役割ー」

大城　郁寛（琉球大学法文学部教授）

大石 久和　（一財） 国土技術研究センター 国土政策研究所長

柳橋　則夫（公社）土木学会西部支部沖縄会会長（沖縄総合事務局次長）

申込先：一般社団法人 沖縄しまたて協会【FAX】098-874-5301【TEL】098-879-2087
【E-mail】agar ie@shimatate .or . jp　

特 別 講 演 会 開 催

―沖縄への期待と役割―
日本再生

地方強靭化と

「沖縄県における社会資本整備と地方創生」
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特別講演会開催

京都大学　防災研究所　副所長　教授
公益財団法人 土木学会　水工学委員会　委員長

平成28年10月26日（水）
浦添市産業振興センター

沖縄総合事務局　　　 ・ 沖縄県

土木学会西部支部 沖縄会（公社）

結の街

開 会 挨 拶 ：

講　演 　1 ：

中村  真也　
沖縄における土砂災害の特徴と減災の取り組み

／ 琉球大学農学部教授

／ 京都大学 防災研究所 副所長 教授中北  英一

特別講演：

宮城 理 （沖縄県土木建築部部長）

本講演 は C P D ・ C P D S  対 象 講 座 で す 。

【FAX】 
【申込先】

098-874-5301 dobokuoki- j im@shimatate.or. jp【E-mail】【 T E L 】   098-879-2087

土木学会 西部支部 沖縄会事務局（一般社団法人沖縄しまたて協会企画部内）
お問合せ（  受付時間  10：００～１７：００ ）

（予定）
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過酷な塩害環境下の橋梁長寿命化に関する 

技術講習会 

～最先端 SIP 点検診断技術と沖縄会橋梁長寿命化技術小委員会報告～ 

有住 康則 （琉球大学工学部長、沖縄会技術委員会委員長） 

 

 

『沖縄会技術委員会『橋梁長寿命化技術小委員会 活動報告書』の概要説明』 

下里 哲弘 （琉球大学工学部環境建設工学科 准教授）         

『事例調査』 

国道： 川間 重一（沖縄総合事務局開発建設部道路管理課 維持修繕係長）      

県道： 砂川 勇二（沖縄県土木建築部技術・建設業課 技術管理班長）          

『耐力診断』 

  ＲＣ桁編： 金田 一男（有明工業高等専門学校創造工学科 

人間・福祉工学系 教授 (建築コース)）   

鋼桁編：  玉城 喜章（沖縄しまたて協会技術環境研究所 副参事）     

『塩害対策技術』 

鋼橋：     矢ヶ部 彰（日本橋梁建設協会）           

コンクリート橋：河邊 修作（ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会九州支部 技術部会長） 

               
 
 
 

 

●SIP 招待講演１ 

『データ同化による橋梁コンクリート床版の寿命推定とマネジメント』  

前川 宏一（東京大学大学院工学系研究科 教授）       

●SIP 招待講演 2 

『インフラ維持管理、長寿命化のための材料技術』 

  土谷 浩一（(国研)物質・材料研究機構 構造材料研究拠点 拠点長） 

 

 

 菊地 春海 （内閣府沖縄総合事務局次長） 

15：40～17：40（120 分）（60 分／題） 

17：40～17：45（5 分） 

開会挨拶 

沖縄会報告 13：05～15：25（140 分）（20 分／題） 

 

SIP 講演 

13：00～13：05（5 分） 

～ 休憩 ～ 15：25～15：40（15 分） 

閉会挨拶 

平成 29 年2 月7 日（火） 

13：00～17：45 

沖縄県立博物館・美術館 講堂（沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番１号） 

問い合わせ 一般社団法人 沖縄しまたて協会 TEL.098-879-2091 

入場無料 CPD 
対象講座 定員 200 名 

主催：土木学会 西部支部 沖縄会 

共催：・SIP インフラ維持管理・更新・マネジメント技術 

「亜熱帯島嶼に適した橋梁維持管理技術の実装と診断ドクターの育成（琉球大学）」 
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Time Table

Start End

9 00 9 30 CPD

9 30 9 50

Room A

9 50 10 00 Break Time

10 00 11 50

Session 1 Room A 9 Session 2 Room B 9

12 00 13 00 Lunch Time

13 00 14 50

Session 3 Room A 8 Session 4 Room B 9

( )

14 50 15 00 Break Time

15 00 17 00

Session 5 Room A 10

: (

Session 6 Room B 10

: ( )

17 00 17 15 Break Time  )

17 15 17 30

Room A

:

Presentation Schedule

Titles and Authors

9 3

2 6

7



Session1 :

1.

2.

3.

4.

5.
331 27 3

6. 3 Sinkhole 

7. Sinkhole 

8.

9.

Session2 :

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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9. Mudcrack Mudblock

Session3 :

1.

2.

3.

4.

5.

6.
( )TTES

7.

8.

Session4 : ( )

1.
( )

2. Cold Spray

3.

4. I
( )

5. FEM

6.

7.

8.

9.
31 12
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Session5 :

1.

2. MICE

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

Session6 :

1. Cold Spray

2. Cold Spray 

3. -

4.

5. 8

6.

7.

8.

9.
( )

10.
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土木学会西部支部沖縄会

28 2

32 3

1
4



土木学会西部支部沖縄会

( / )

( / )

C i v i l E n g i n e e r i n gg
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土木学会西部支部沖縄会幹事会人材確保・育成 WG H28 年度活動報告

WG名 人材確保・育成WG WG長 神谷 大介 幹事長 徳原 兼二

活動予定期間 平成 27 年４月 ～ 平成 30 年 3月

活動目的

沖縄県内における土木技術者の人材不足に鑑み、短期的・中長期的な人材確保・

育成が必要である。このため、短期的には人材確保のための活動、中長期的には土木

に興味・関心を持つ児童・生徒を増加させるための取り組みを行い、上記課題の解決

に資することを目的とする。

メンバー構成

琉球大学：神谷准教授(WG長)、下里准教授、富山准教授

(一財)沖縄県建設技術センター：試験研究部長(幹事長)

沖縄総合事務局：技術管理官、技術管理課長

沖縄県：技術・建設業課 建設業指導契約監

（一社）沖縄県建設業協会：理事

（一社）沖縄県測量設計コンサルタンツ協会：専務理事

（一社）沖縄しまたて協会：技術環境研究所技術環境部長

NEXCO西日本(株)：九州支社沖縄高速道路事務所統括課長

(株)沖縄建設新聞：参与

活動報告

ＷＧ各機関の取り組み状況について

１．高校生向け土木技術者 PR 用ポスター №１～№4 作成し、県立高校 59校及び

私立高校 4校へ配布。沖縄会 HP に掲載。

２．高校物理教諭を対象とした現場見学会および懇談会の実施。

今後の活動
計画と目標

(平成 29 年度)

昨年と同様に高校生向けポスターの作成と配布、高校教諭との連携を行う。

また、土木学会 教育企画・人材育成委員会とも連携し、目的に対して有効な

取り組みに関する情報共有と活動実施を行う。
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【第１号議案】－②

(単位：円)
平成28年度
予算額 (a)

平成28年度
決算額 (b)

差異(a)-(b) 備考

Ⅰ 事業活動収支の部
1.事業活動収入

(1)会費収入 (310,000) (400,000) △ 90,000
①法人 310,000 400,000 △ 90,000 5000円＊(62社) 過年度分収入有

(2)ブランチ支援金 (120,000) (120,000) 0
①ブランチ支援金 120,000 120,000 0 西部支部交付(世界に発信会へ)

(3)事業収入 (70,000) (36,078) 33,922
①行事収入 70,000 36,078 33,922

①-1総会会費収入 0 0 0
①-2定例会会費収入 0 0 0
①-3講演講習会収入 70,000 36,078 33,922 講習会等（2回） CPDS参加費
①-4研究調査発表会収入 0 0 0

(4)雑収入 () (14) △ 14
①受取利息・配当金 0 14 △ 14 銀行利子

(5)繰入金収入 0
①支所繰入金収入 0 0 0

(500,000) (556,092) △ 56,092
2.事業活動支出

(1)事業費支出 (513,000) (533,568) △ 20,568
①講習会費 160,000 256,666 △ 96,666 講習会等（2回）
②研究発表会費 58,000 57,597 403
③広報費 155,000 161,063 △ 6,063 橋の日・土木の日
④現場見学会費 65,000 0 65,000
⑤その他、総会 75,000 58,242 16,758
⑥拠出金 0 0 0

0
(2)管理費 (35,000) (22,188) 12,812 ＨＰ管理費、切手、郵送費等

0
(3)繰越金支出 () () 0

①特別会計繰越支出 0
(548,000) (555,756) △ 7,756

事業活動収支差額(C)=(A)-(B) △ 48,000 336 △ 48,336
Ⅱ.投資活動収支の部 0

1.投資活動収入 0
(1)特定貯金取崩収入 () () 0

①支部運営積立貯金取崩収入 0
() () 0

2.投資活動支出 () () 0
(1)固定資産取得支出 0 0 0
(2)特定貯金支出 () () 0

①支部運営積立貯金支出 0 0 0
0 0 0

投資活動収支差額(F)=(D)-(E) 0 0 0
Ⅲ.予備費支出(G)

当期収支差額(H)=(C)+(F)+(G) △ 48,000 336 △ 48,336
前期繰越収支差額(I) 490,565 490,565 0
次期繰越収支差額(H)+(I) 442,565 490,901 △ 48,336

平 成 28 年 度 収 支 決 算 書 （案）

収支科目

事業活動収入(Ａ)

事業活動支出計(B)

投資活動収入計(D)

投資活動支出計(E)
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【第2号議案】－①

平成２９年度 主要事業計画（案）

1. 土木学会西部支部沖縄会総会

(１)企画内容等

年１回総会を開催する。

(２)開催日時：平成２９年７月１８日（火） 16:40～17:10

(３)開催場所：那覇市厚生会館

2. 講演会の開催

(１)テ ー マ：i-construction/Big data

(２)内 容：①沖縄総合事務局による事例紹介

②特別講演：今井龍一（東京都市大学准教授）

(２)開催時期：H２９年８月２９日(火) 14:00～17:00

(３)開催場所：県立博物館・美術館

3. 講習会等の開催

(１)企画内容等

講習会（CPDS／CPD）等を開催する。

テーマ：検討中

(２)開催時期：検討中

4. 技術研究発表会等

(１)企画内容等

沖縄会、沖縄総合事務局、沖縄県合同技術研究発表会を開催し、大学、主要発注機関、コンサ

ルタント等から発表論文を募集し、より活性化を図る。年に１回開催する。

(２) 開催日時：平成３０年１月

(３）開催場所：西原町 琉球大学

5. 広報活動

（１）土木の日シンポジウム

・土木の日（11月18日）にあわせ、土木工学に係るシンポジウムを開催。

・開催日時：平成２９年１１月１８日（予定）

・開催場所：検討中

（２）橋の日イベント

・橋の日（8月4日）にあわせ、県内橋梁の歴史調査、清掃などを行う。

・開催日時：平成２９年８月９日（予定）

・開催概要：金城ダム公園内ヒジ川橋

（３）土木・社会基盤の仕事高校生向けPRポスター作成および配布、沖縄会HPへの掲載。

（４）その他
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【第2号議案】－①

6. ホームページの管理・運営

各種事業の取組に合わせて適宜情報を提供し、広報等に活用。

7. 現場見学会等

(１)企画内容等

高等学校物理担当教諭対象の見学会および懇談会を予定（人材確保・育成WGとの連携事業）

(２) 開催日時

平成２９年８月８日（予定）

(３）開催場所:検討中

8. 土木技術者の確保・育成について

人材確保･育成ＷＧにおいて、土木技術者の確保･育成のための効果的な活動内容について、

教育機関等と引き続き協議を行い実施方法について検討を進める。

9. 後援について

『吹付け監理技術者講習会 ～コンクリート構造物の維持補修～』

特別講演：富山准教授（琉球大学）

開催日：平成２９年９月７日（木）

会場：琉球大学 50 周年記念館

【主催：一般社団法人 日本建設機械施行協会 施工技術総合研究所】

【後援：土木学会西部支部沖縄会】

『コンクリート構造物の長寿命化対策に関わる技術講習会』

開催日：平成２９年９月２９日（金）

会場：沖縄県立博物館・美術館 3 階 講堂

【主催：一般社団法人 日本建設保全協会】

【後援：土木学会西部支部沖縄会】
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テーマ(仮)：i-construction/Big data

月 日 14:00-17:00

2017年

【場所】沖縄県立博物館・美術館(講堂)3階
沖縄県那覇市おもろまち3-1-1

「 沖縄総合事務局における
i-constructionの取り組みについて（仮）」

⾼良哲治（沖縄総合事務局 開発建設部 技術管理課⻑）

第
一
部

「 i-construction等における

多様なビッグデータの活用の方向性（仮）」

今井⿓⼀准教授 (東京都市大学)

第
二
部

TEL: 098-879-2087

⼟⽊学会⻄部⽀部沖縄会 (沖縄しまたて協会内)
申込先

お問い合わせ

火

【主催】土木学会西部支部沖縄会

FAX: 098-874-5301

E-mail：dobokuoki-jim@shimatate.or.jp
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【第2号議案】－②

(単位：円)

平成２９年度
予算額(ａ)

平成２８年度予算額
(当初)(b)

差異(a)-(b) 備考

Ⅰ 事業活動収支の部

1.事業活動収入

(1)会費収入 (310,000) (310,000) 0

①法人 310,000 310,000 0 5,000円*62社

(2)ブランチ支援金 (120,000) (120,000) () 支部交付金（発信する会へ）

120,000 120,000 0

(3)事業収入 (70,000) (70,000) 0

①行事収入 70,000 70,000 0

①-1総会会費収入 0 0 0

①-2定例会会費収入 0 0 0

①-3講演講習会収入 70,000 70,000 0

①-4研究調査発表会収入 0 0 0

(4)雑収入 () () 0

①受取利息・配当金 0 0 0

(5)繰入金収入 () () 0

①支所繰入金収入 0 0 0

(500,000) (500,000) 0

2.事業活動支出 0

(1)事業費支出 (698,760) (648,000) 50,760

①講習会費 200,000 210,000 △ 10,000 講演会、講習会、会場借り上げ費等

②研究発表会費 58,000 58,000 0 会場借り上げ費、記念品等

③広報費 225,000 185,000 40,000 橋の日・土木の日、ポスター郵送費

④現場見学会費 140,760 120,000 20,760
会場借り上げ費など（調整中）
H28バス借り上げ料(未払い分）￥50,760含む

⑤その他、総会 75,000 75,000 0 会場借り上げ費など

⑥拠出金 0 0 0

0

(2)管理費 (35,000) (35,000) 0 ＨＰ管理費等、郵送費等

0

(3)繰越金支出 () () 0

①特別会計繰越支出 0

(733,760) (683,000) 50,760

事業活動収支差額(C)=(A)-(B) △ 233,760 △ 183,000 △ 50,760

Ⅱ.投資活動収支の部 ()

1.投資活動収入 ()

(1)特定貯金取崩収入 () () ()

①支部運営積立貯金取崩収入 ()

() () ()

2.投資活動支出 () () ()

(1)固定資産取得支出 0 0 ()

(2)特定貯金支出 () () ()

①支部運営積立貯金支出 0 0 ()

0 0 ()

投資活動収支差額(F)=(D)-(E) 0 0 ()

Ⅲ.予備費支出(G) 0

当期収支差額(H)=(C)+(F)+(G) △ 233,760 △ 183,000 △ 50,760

前期繰越収支差額(I) 490,901 490,565 336

次期繰越収支差額(H)+(I) 257,141 307,565 △ 50,424

投資活動支出計(E)

平成２９年度予算書（案）

一 般 会 計

収支科目

事業活動収入(Ａ)

事業活動支出計(B)

投資活動収入計(D)
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【第3号議案】

土木学会西部支部 沖縄会 規約

(名称)

第1条 本会は、土木学会西部支部沖縄会 (以下「本会」という) といい、土木学会西部支部ブラ

ンチ(分会) 制度細則 (平成23年7月25日制定) に基づくものである。

(目的)

第 2 条 本会は、会員相互の土木技術の向上 · 研鑽 · 親睦交流、国際的視野に立った情報発信を行い、 

沖縄の自然 · 社会条件を踏まえた土木工学の発展と沖縄の振興および自立的発展に寄与することを目

的とする。

(事業)

第3条本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う

1. 土木工学に関する研究発表会、講演会、見学会、視察等の実施

2. 土木学会活動の沖縄地域への普及·広報活動 

3. 会員間の親睦に寄与する行事

4. 土木工学に関する図書、印刷物の刊行

5. 土木工学に関する奨励、援助

6. 土木工学教育及び土木技術者教育への支援

7. 土木関係資料の収集·保管·公開 

8. その他本会の目標達成のために必要な事業

(会員)

第4条本会の会員は次の資格を有するもので構成する。

1. 正規会員

A  沖縄県内に在住するか又,県域内の土木工学にたずさわる土木学会正会員 · フェロー会

員 · 名誉会員 

B 沖縄県内に在住する土木学会学生会員

2. 特別会員

A 沖縄県内に在住するか又は、沖縄県内の土木工学にたずさわり、本会の目的事業に賛

同する個人

B 沖縄県内に在所するか又は、沖縄県内の土木工学にたずさわり、本会の目的事業に賛同

する団体

特別会員は、入会後10年迄を原則とする。

(入会及び会費)

第5条 特別会員に係る入会及び会費は次のとおりとする。

1 .特別会員になろうとするものは、土木学会西部支部沖縄会細則(以下「細則」という)で定

めるところにより入会手続きを行い、幹事会の承認を得なければならない。

2. 特別会員は、細則(初年度は総会)において定める会費を納入しなければならない。

3. 既納の会費は返還しない。

(退会)

第6条 特別会員で退会しようとする者は、所定の義務を完了した後、退会届を提出しなければな

らない。また、特別会員の団体構成員は特別会員の退会と同時に退会したと見なす。
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【第3号議案】

(除名)

第7条 会員が会(土木学会及び沖縄会)の名誉を傷つけまたは会の目的に反する行為をするに至

ったときは、総会の議決によって当該会員を除名することができる。

特別会員の団体構成員は特別会員の除名と同時に除名とする。

(会員資格の喪失)

第8条 前2条の場合のほか、会員は、次に該当するに至ったときは、その資格を喪失することが

ある。また、特別会員の団体構成員は特別会員の資格喪失と同時に資格喪失とする。

1. 第5条の支払義務を1年以上履行しなかったとき。

(役員)

第9条本会に次の役員を置く。

1. 会長 1 名

2. 副会長 2 名

3. 会計監事 2 名

4. 運営委員 若干名

5. 幹事長 1 名

6. 副幹事長 1 3 名

7. 幹事 若干名

2) 幹事長、副幹事長は運営委員と兼務することができるものとする。

(役員の選任)

第10条 役員の選任方法は、次のとおりとする。

1. 会長および会計監事は本会に所属する会員の中から幹事会及び運営委員会の審議を経て総

会で選任する。

2. 副会長は会長が委嘱する。

3. 運営委員、幹事長及び副幹事長並びに幹事は会長が委嘱する。

(役員の職務)

第11条 役員の職務は次のとおりとする。

1. 会長は、会を代表し、総会及び運営委員会の議長となる。

2. 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある場合その職務を代行する。

3. 会計監事は、本会の会計監査を行い、総会に報告する。

4. 運営委員は、本会に関する重要な事項について、会長の諮問に応ずる。

5. 幹事長は、会長及び副会長を補佐し、会務を処理する。

6. 副幹事長は、幹事長を補佐し、必要に応じて幹事長の職務を代行する。

7. 幹事は、幹事長及び副幹事長とともに幹事会を構成し、幹事長及び副幹事長を補佐して

会務を執行する。

(役員の任期)

第 12 条 役員の任期は 2ヶ年とする。ただし、再任は妨げない。

2) 任期中の異動等により任務の遂行が不可能となった場合、原則として前任者の所属する機関

からの推薦を受けるものとする。この場合、任期は前任者の残存期間とする。
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【第3号議案】

(総会)

第13条 会長は、毎事業年度終了後、総会を開催し、また、必要に応じて臨時総会を開催する。

2) 総会の議長は、会長がこれに当たる。

3) 総会は、次の事項について決議する。

1.沖縄会の事業報告及び収支決算の報告

2.沖縄会の事業計画及び予算

3.沖縄会の規約等の制定及び改正

4.会長、会計監事の選任

5.その他、沖縄会運営に関する重要事項

4) 総会は、沖縄会に所属する正規会員及び特別会員Bの1/20以上の出席をもって成立し、出席

者の過半数の賛成で決議する。ただし、委任状を提出した者については、出席者とみなす。

(運営委員会)

第14条運営委員会は、会長、副会長、運営委員および会計監事をもって構成し、議長は会長が

これに当たる。

2) 運営委員会は、原則として年1回以上開催することとし、会長が招集する。

3) 運 営 委 員 会 は 、 次 の 事 項 に つ い て 決 議 す る 。

1. 沖縄会の事業報告(案)、収支決算(案)

2. 沖縄会の事業計画(案)及び予算(案)

3. 会長候補者及び会計監事候補者の選出

4. その他、沖縄会総会の権限に属するものを除く、沖縄会運営に関する基本的事項

4) 運営委員会は、運営委員の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数の賛成で決議す

る。ただし、委任状を提出した者については、出席者とみなす。

(幹事会)

第15条 幹事会は、幹事長、副幹事長及びすべての幹事をもって構成し、議長は幹事長がこれに

当たる。

2) 幹事会は、原則として年2回以上開催するものとし、幹事長が招集する。

3) 幹事会は、総会で承認された事業計画及び予算に基づき、会務を執行するとともに、年度途

中で発生した会務運営に関する事項の具体策を検討し、実施する。

4) 幹事会の運営については、幹事会が別途運営細則を定める。

5) 幹事会は、幹事の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数の賛成で決議する。ただし、委任

状を提出した者については、出席者とみなす。

(委員会)

第16条 会長は、第3条の事業を行うために、次の委員会を設けるものとする。また、必要があ

るときは、原則として運営委員会の審議を経て、新たな委員会を設けることができる。

1. 沖縄の土木技術を世界に発信する会

2. 技術委員会

2) 各委員会は、会長が委嘱した委員長および委員によって構成する。

3) 各委員会の運営細則は、各委員会が別途定めるものとする。

(事業報告、事業計画、収支決算及び予算)

第17条 本会の事業報告、事業計画、収支決算及び予算は毎年度の当初において幹事会で作成し
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【第3号議案】

運営委員会の承認を得て総会に諮るとともに、土木学会西部支部幹事会に報告するものとする。また、西

部支部からの支援を受けようとする事業については、西部支部幹事会の承認を諮るものとする。

(経費等)

第 18 条 本会の経費は特別会費を徴しこれにあてるほか、西部支部からの交付金、事業

に伴う収入および協力金による。

(会計年度)

第19条 本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(事務所)

第 20 条 本会の事務所は浦添市勢理客 4 丁目 18 番 1 号、(一社)沖縄しまたて協会内に

置く。

(規約の変更)

第 21 条 この規約は総会の決議を得なければ変更することが出来ない。ただし、軽微な

ものはこの限りでない。

(その他)

第 22 条 本会は土木学会定款、規則及び西部支部規定を遵守し活動を行うものである。

付則) 1. この規約は平成23年 9月 20日より施行する。

2. 初年度は会長及び会計監事を総会で選任する。

3. 初年度は特別会員A、特別会員Bを総会で承認する

4. この規約は平成24年7月4日より施行する。

5. 平成29年7月18日一部改定．
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【第3号議案】

沖縄会会長選出に係る申し合わせ事項

第 1条 会長は、原則として下記に掲げる機関から輪番で選出するものとする。

・琉球大学 工学部

・内閣府 沖縄総合事務局

・沖縄県

第 2条 会計監事は、原則として運営委員機関から選出するものとする。

第 3条 副会長は、第 1条に掲げる機関のうち、会長が選出されていない機関から、会長が

委嘱することを基本とする。

第 4条 幹事長は会長を選出している機関から、会長が委嘱することを基本とする。

2)幹事長は副幹事長を兼ねることが出来る。

第5条 副幹事長は第1条に基づき輪番で次期会長が選出される予定の機関から、会長が
委嘱することを基本とする。

2) 副幹事長所属の機関は総会・運営委員会・幹事会等に係る運営事務を担う。
副幹事長は第1条に掲げる機関から1名ずつ選出する。

2)次期会長選出機関は、総会・運営委員会・幹事会等に係る運営事務を担う。

付則) 1.本申し合わせ事項は平成 25年 6月 25 日より施行する。

2.平成 29年 7月 18日一部改定
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【第3号議案】

土木学会西部支部 沖縄会 幹事会運営細則

(総則)

第 1 条 この細則は、土木学会西部支部沖縄会規約(以下「本会」、「規約」という)第

5 条及び第 13 条の規定に基づき、土木学会西部支部沖縄会幹事会(以下「幹事会」と

いう) の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 的)

第 2条 本幹事会は、本会規約第 3 条に規定する沖縄会の事業、会務を円滑に執行する

ため、以下の活動を行う。

(活 動)

第 3条 幹事会は、次の事項を遂行する。

1. 本会の事業計画(案)、収支予算(案)の作成。

2. 本会の事業報告(案)、収支決算(案)の作成

3. 土木工学に関する研究発表会、講演会に関すること。

4. 土木工学に関する見学会、視察等の実施。

5. 土木学会活動の沖縄地方への普及·広報活動。

6. 本部主催行事に関わる事項。

7. 他機関からの共催等に関する事項。

8. 本会員間の親睦に寄与する行事。

9. 本会ホームページの管理と運営に関すること。

10. 特別会員になろうとするものの審査·承認。

11. その他本会の目的達成のために必要な事項。

2)幹事会は前項第 3 号、第 5 号、第 11 号に規定する事項を、「土木学会西部支部 沖縄会

技術委員会」(以下「技術委員会」という)に委託することができる。

ただし、第 11 号の事項のうち、幹事長が幹事会に諮る必要性があると判断した事項につ

いては幹事会において担うものとする。

3）副幹事長には，予算・会計担当，橋の日・現場見学会担当，技術講演会・研究発表会

担当，をおく

(附則) 1.この細則規約は平成 25 年 7 月 4 日 より実施する。

２.平成 29 年 7 月 18 日一部改定
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土木学会西部支部 沖縄会 技術委員会

「インフラの劣化予測と残存性能の診断に関する小委員会」設立趣旨

インフラの維持管理で適用される各種非破壊検査は，使用する試験機器性能や診断技術者の経験

と技量に依存し，診断結果の信頼性確保の課題である．また，発見された劣化に対する進展予測技術

の構築は，インフラ構造物の残存性能評価にためには不可欠である．したがって，本小委員会では，

テーマ１として実際に劣化したインフラを対象に，各種非破壊検査の性能検証と技術者の技量向上

に資する調査研究を実施し，その成果をマニュアルにまとめる．また，非破壊検査データを基にＦＥ

Ｍなどの構造解析を用いて，残存性能評価法構築のための調査研究を行う．次に，テーマ２として，

対象インフラの台風時の動的挙動並びに塩害劣化環境特性に関する遠隔モニタリングの構築を目的

に，劣化診断データの収集及び分析技術に関する調査研究を行う．これらの調査研究により，維持管

理診断技術の発展に寄与することを目的として活動を行う．なお，沖縄の環境特性を鑑み，塩害や風

振動に関連する事象を主な調査研究の対象とする．

●活動内容

【テーマ 1】 橋梁インフラを対象とした非破壊検査と性能診断 ［（案）主査：垣花］

1）実塩害劣化桁に対する各種非破壊検査機器の性能評価に関する調査研究

2）損傷データベースおよび非破壊検査データを用いた劣化進展予測技術に関する調査研究

3）劣化度に応じた橋梁インフラの残存性能評価手法に関する調査研究

【テーマ 2】 遠隔モニタリングの実証研究 ［（案）主査：田井］

1）照明柱を対象とした柱基部の疲労モニタリングによる実証研究

2）山間部にある鋼橋の腐食環境モニタリングによる実証研究

3）橋梁の劣化診断を目的とした車両重量モニタリングによる実証研究

●活動期間：承認後～平成３１年５月（約２年間）

●委員構成（案）

委 員 長：下里 哲弘（琉球大学）

副委員長：玉城 喜章（沖縄しまたて協会技術環境研究所）

幹 事 長：垣花 寿 （川田建設株式会社沖縄駐在）

幹 事：田井 政行（琉球大学）

幹 事：砂川 章次（㈱中央建設コンサルタント）

幹 事：岡部 成行（株式会社 オカベメンテ）

幹 事：久米 仁司（㈱南伸）

委 員：○○ ○○（沖縄総合事務局開発建設部）

委 員：〇〇 〇〇（沖縄県土木建築部）

委 員：○○ ○○（那覇市）

委 員：○○ ○○（西日本高速道路㈱九州支社沖縄管理事務所）

委 員：大城 剛 （(株)ウイング総合設計）

委 員：牧野 敏明 (（株）沖縄建設技研)

委 員：神谷 ( ㈱ホープ設計 )

委 員：荒牧 聡 （(株)建設技術研究所）

委 員：本田 博幸（大日本コンサルタント株式会社沖縄事務所）

その他、５名程度募集
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●委員公募期間：1ヶ月程度

・土木学会もしくは土木学会西部支部沖縄会の会員（企業会員可）である土木技術者を募集致します．

・応募先：simozato@tec.u-ryukyu.ac.jp （小委員長 琉球大学 下里哲弘 宛）

・応募時の明記事項：氏名，所属，連絡先（電話番号，メールアドレス等）

・応募後，小委員会から委員選抜結果について，ご連絡致します．

32

mailto:simozato@tec.u-ryukyu.ac.jp

	土木学会西部支部沖縄会 総会　次第
	【沖縄会】総会資料
	土木学会西部支部沖縄会 総会　次第
	【沖縄会】総会資料
	土木学会西部支部沖縄会 総会　次第
	【沖縄会】総会資料
	【沖縄会】運営委員会資料
	【第１号議案】-①H28年度　事業報告(案)
	H280616_講演会(総会資料）
	H281026_special lecture(総会資料）
	H290207_技術講習会(総会資料）
	第6回技術研究発表会(総会資料）
	H28_橋の日イベント実施報告書(総会資料）
	高校生向け土木PRポスター
	H28_WG活動報告
	H290121_現場見学会（運営委員会資料）
	【第１号議案】-②平成28年度収支決算書(案)
	170707_平成28年度監査報告書
	【第２号議案】-①平成29年度主要事業計画(案)
	講演会ポスター２
	【第２号議案】-②平成29年度予算書(案)
	【第3号議案】20170718土木学会西部支部沖縄会規約_変更案
	【第3号議案】沖縄会会長選出に係る申し合わせ事項_変更案
	【第3号議案】幹事会運営細則_変更案
	H29年度 沖縄会 新役員名簿_290718
	【第3号議案】土木学会西部支部沖縄会技術委員会運営細則(改定案）
	【第3号議案】土木学会西部支部沖縄会「技術委員会」委員名簿(H29
	【第3号議案】設立趣旨（新小委員会テーマ）H29.4
	【参考-2】H29 土木学会_個人会員名簿
	【参考-3】土木学会西部支部沖縄会特別会員B名簿170629
	新様式総括
	新様式
	総括 \(総会用\)
	Sheet1
	Sheet2
	Sheet3


	【参考-2】H29 土木学会_個人会員名簿
	【参考-3】土木学会西部支部沖縄会特別会員B名簿170629






